
す
る
幹
事
会
を
開
催
し
て
い
る
。

④
防
犯
灯
設
置
費
補
助
、
防
犯
灯

電
気
料
補
助
等
を
行
っ
て
い
る
。

⑤
主
観
的
な
治
安
の
度
合
い
で
、

感
覚
的
な
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

⑥
担
当
の
配
置
等
を
検
討
し
た
い
。

⑦
都
の
安
全
・
安
心
ま
ち
づ
く
り

条
例
の
運
用
等
に
当
た
っ
て
、
条
例

化
を
含
め
検
討
し
て
い
き
た
い
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

①
本
格

稼
働
後
の
進
捗
状
況
は
。
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
状
況
は
ど
う
か
。

ま
た
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
で
は

問
題
点
は
発
生
し
て
い
な
い
か
。

②
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
サ
ー

ビ
ス
向
上
の
た
め
市
独
自
の
利
用
を

積
極
的
に
進
め
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

③
市
民
課
の
交
付
窓
口
で
の
呼
び

出
し
に
、
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
デ

ィ
ス
プ
レ
ー
を
活
用
で
き
な
い
か
。

市
長
　
①
9
月
10
日
ま
で
に
、
カ
ー

ド
の
発
行
は
229
枚
あ
り
、
市
民
以
外

へ
の
住
民
票
の
写
し
の
広
域
交
付
は

7
件
あ
っ
た
。
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の

問
題
等
は
全
く
発
生
し
て
い
な
い
。

②
今
後
、
カ
ー
ド
の
多
目
的
利
用

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

③
窓
口
で
の
番
号
呼
び
出
し
機
の

活
用
は
、
今
後
実
施
に
向
け
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

華
表
　
暁
議
員
（
共
産
）

①
平
和

行
政
に
つ
い
て
、
地
方
自
治
体
の
役

割
と
し
て
市
長
は
ど
の
よ
う
な
姿
勢

か
。②

多
摩
地
区
各
市
の
平
和
行
政
、

平
和
教
育
の
状
況
は
。
条
例
化
し
て

い
る
自
治
体
の
施
策
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。

③
被
爆
58
周
年
の
今
こ
そ
、
行
政

の
具
体
的
な
平
和
施
策
が
求
め
ら
れ

て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

例
と
し
て
は
、
宅
地
開
発
等
に
関
す

る
も
の
は
2
市
が
制
定
済
み
、
7
市

が
制
定
予
定
ま
た
は
検
討
中
で
あ
る
。

理
念
や
市
民
参
加
等
に
関
す
る
条
例

で
は
4
市
が
制
定
済
み
、
9
市
が
制

定
予
定
ま
た
は
検
討
中
で
あ
る
。
条

例
制
定
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

市
の
ス
タ
ン
ス
で
あ
る
と
考
え
る
。

②
ま
ち
づ
く
り
へ
の
新
た
な
ル
ー

ル
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

③
現
時
点
で
は
、
予
定
し
て
い
な

い
。

高
橋
三
男
議
員
（
フ
ォ
）

①
最
近

の
小
平
市
内
で
の
犯
罪
傾
向
と
火
災

発
生
件
数
等
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

②
交
通
安
全
協
会
と
防
犯
協
会
の

役
割
と
活
動
へ
の
評
価
は
。

③
小
平
被
害
者
支
援
対
策
協
議
会

の
実
績
、
開
催
回
数
等
は
。

④
自
治
会
へ
の
対
応
は
ど
う
か
。

⑤
体
感
治
安
と
い
う
言
葉
の
意
味

を
、
ど
う
解
釈
し
て
い
る
か
。

⑥
生
活
安
全
を
担
当
す
る
組
織
の

新
設
等
を
考
え
る
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

⑦
市
民
の
総
意
と
し
て
、
速
や
か

に
条
例
を
制
定
す
べ
き
だ
が
ど
う
か
。

市
長
　
①
ひ
っ
た
く
り
等
の
非
侵
入

盗
が
一
番
多
い
。
平
成
14
年
の
火
災

発
生
総
件
数
は
65
件
等
で
あ
る
。

②
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と

認
識
し
て
い
る
。

③
原
則
年
1
回
、
協
議
会
を
補
佐

苗
村
洋
子
議
員
（
緑
ネ
）

①
昨
年

の
子
ど
も
議
会
で
出
さ
れ
た
子
ど
も

た
ち
の
意
見
を
、
ど
の
よ
う
に
計
画

策
定
に
生
か
し
て
い
く
の
か
。

②
今
後
の
子
ど
も
参
加
は
ど
の
よ

う
に
し
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
の

か
。
直
接
参
加
の
方
法
を
考
え
る
こ

と
が
必
要
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
　
①
諮
問
機
関
で
あ
る
小
平
市

長
期
総
合
計
画
基
本
構
想
審
議
会
や

職
員
に
よ
る
検
討
組
織
で
あ
る
小
平

市
長
期
総
合
計
画
策
定
検
討
委
員
会

等
の
審
議
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

②
今
年
度
は
、
市
内
の
小
・
中
学

生
に
市
政
モ
ニ
タ
ー
を
お
願
い
し
、

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
等
を

考
え
て
い
る
。
計
画
策
定
に
対
す
る

意
見
・
提
言
等
に
つ
い
て
は
、
常
に

受
け
付
け
る
体
制
を
整
え
た
い
。

佐
野
郁
夫
議
員
（
政
和
）

①
職
員

の
意
識
改
革
と
い
え
る
取
り
組
み
の

内
容
、
実
施
状
況
と
そ
の
評
価
は
。

②
職
員
課
研
修
係
作
成
の
「
し
っ

か
り
マ
ナ
ー
」
と
い
う
冊
子
の
行
財

政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
上
の
位
置
づ
け

は
。
ま
た
、
活
用
状
況
と
評
価
は
。

市
長
　
①
公
募
職
員
の
チ
ー
ム
で
特

定
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
研
究
・
発
表

す
る
政
策
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
設

置
や
、
事
項
の
決
定
等
へ
の
職
員
の

参
加
機
会
を
拡
大
す
る
取
り
組
み
な

ど
を
通
じ
、
職
員
の
自
主
性
や
積
極

性
を
育
て
る
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
政
策
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

政
策
形
成
能
力
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が

可
能
と
考
え
て
い
る
。
参
加
機
会
の

拡
大
で
は
、
課
内
会
議
で
の
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
、
施
策
の
展
開
を

通
じ
意
識
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

②
行
財
政
改
革
推
進
プ
ラ
ン
の
具

体
的
な
項
目
で
は
な
い
が
、
接
遇
教

本
と
し
て
職
員
の
意
識
改
革
や
育
成

の
上
か
ら
も
有
効
な
取
り
組
み
に
な

っ
た
と
考
え
て
い
る
。
近
隣
市
・
官

公
署
等
か
ら
の
配
付
希
望
等
が
あ
り
、

ま
た
市
職
員
の
研
修
等
で
活
用
し
て

い
る
。

浅
倉
成
樹
議
員
（
公
明
）

①
1
階

受
付
を
訪
れ
る
1
日
の
平
均
件
数
は
。

②
市
の
業
務
と
関
係
の
な
い
相
談

の
件
数
は
。
そ
の
場
合
の
対
応
は
。

③
受
付
の
係
員
が
、
来
庁
予
定
者

の
情
報
を
あ
ら
か
じ
め
把
握
で
き
る

シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
か
。

④
受
付
の
係
員
の
、
日
々
の
接
遇

の
心
構
え
は
。

⑤
ベ
テ
ラ
ン
職
員
ら
が
用
件
に
応

じ
る
荒
川
区
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を

見
習
う
べ
き
と
思
う
が
、
総
合
相
談

窓
口
設
置
に
向
け
て
の
取
り
組
み
は
。

市
長
　
①
1
日
平
均
約
200
件
で
あ
る
。

②
1
日
約
80
件
ほ
ど
で
、
専
門
的

な
問
い
合
わ
せ
に
は
広
報
広
聴
課
を

案
内
す
る
な
ど
対
応
し
て
い
る
。

し
て
問
題
が
あ
っ
た
か
。

②
日
中
、
市
民
が
来
庁
し
て
い
る

際
に
停
電
し
た
場
合
の
緊
急
対
策
は
。

③
市
内
の
各
公
共
施
設
の
状
況
は
。

④
電
子
計
算
機
に
関
し
て
の
緊
急

対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

市
長
　
①
落
雷
に
よ
る
瞬
間
的
な
停

電
は
数
回
あ
っ
た
が
、
幸
い
大
き
な

問
題
に
は
な
っ
て
い
な
い
。

②
非
常
時
用
庁
舎
自
家
発
電
装
置

に
よ
る
電
力
供
給
を
行
い
、
個
人
情

報
保
護
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
優
先
し

た
対
応
を
し
て
い
く
。

③
健
康
セ
ン
タ
ー
、
東
部
・
西
部

市
民
セ
ン
タ
ー
等
に
は
、
同
様
の
発

電
装
置
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
極
力

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
支
障
を
来
さ
な
い

よ
う
対
応
し
て
い
き
た
い
。

④
非
常
時
用
の
発
電
装
置
に
よ
り

機
器
等
を
稼
働
さ
せ
、
証
明
書
交
付

等
の
対
応
を
予
定
し
て
い
る
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

①
多
摩

地
区
で
の
自
治
基
本
条
例
、
ま
ち
づ

く
り
条
例
、
市
民
参
加
条
例
な
ど
の

策
定
状
況
は
。
こ
う
し
た
動
き
に
つ

い
て
ど
う
評
価
し
て
い
る
か
。

②
開
発
事
業
な
ど
に
対
し
、
規
制

を
盛
り
込
ん
だ
ま
ち
づ
く
り
条
例
を

つ
く
る
考
え
は
あ
る
か
。

③
自
治
基
本
条
例
を
つ
く
る
考
え

は
あ
る
か
。

市
長
　
①
ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
条

報
や
工
事
掲
示
板
で
費
用
の
内
訳
を

明
示
で
き
な
い
か
。

市
長
　
こ
れ
ま
で
市
で
は
、
バ
ラ
ン

ス
シ
ー
ト
な
ど
を
作
成
し
、
市
の
資

産
状
況
等
を
公
表
し
て
き
た
。
平
成

15
年
度
予
算
書
か
ら
は
事
業
ご
と
に

財
源
内
訳
を
記
載
し
、
事
業
に
か
か

る
経
費
負
担
を
明
確
に
す
る
な
ど
、

わ
か
り
や
す
い
予
算
書
に
す
る
よ
う

工
夫
し
て
き
た
。
今
後
は
、
コ
ス
ト

を
意
識
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
市
報

な
ど
へ
の
掲
載
方
法
を
含
め
て
研
究

し
て
い
き
た
い
。

斎
藤
　
敦
議
員
（
フ
ォ
）

①
養
育
・

教
育
事
業
費
の
財
源
を
確
保
す
る
た

め
に
、
仮
に
多
摩
六
都
科
学
館
を
閉

館
す
る
場
合
、
そ
の
手
続
は
。

②
閉
館
し
た
場
合
に
必
要
な
処
理

費
と
年
間
当
た
り
の
不
用
額
は
。

③
市
の
使
命
の
中
で
、
多
摩
六
都

科
学
館
の
優
先
度
は
ど
の
程
度
か
。

市
長
　
①
地
域
の
生
涯
学
習
、
文
化

振
興
の
拠
点
的
施
設
と
し
て
利
用
さ

れ
て
お
り
、
閉
館
の
考
え
は
な
い
。

②
必
要
な
経
費
と
し
て
は
、
建
設

に
伴
う
都
か
ら
の
交
付
金
が
93
億
7

千
8
百
万
円
で
、
全
額
償
還
と
な
る
。

ま
た
借
金
の
残
高
18
億
7
千
万
円
の

半
額
を
5
市
で
借
入
先
に
返
済
す
る
。

こ
の
ほ
か
に
建
物
の
取
り
壊
し
費
用

等
が
か
か
る
。
市
に
プ
ラ
ス
と
な
る

要
素
と
し
て
は
、
基
金
残
高
が
4
億

1
千
万
円
あ
り
、
土
地
を
売
却
す
れ

ば
18
億
5
千
万
円
程
度
と
予
想
さ
れ
、

ま
た
毎
年
の
負
担
金
が
不
要
と
な
る
。

細
か
な
数
字
を
出
す
の
は
難
し
い
。

③
必
要
な
施
設
と
認
識
し
て
お
り
、

よ
り
市
民
に
親
し
ま
れ
る
施
設
と
な

る
よ
う
働
き
か
け
を
し
て
い
く
。

永
田
政
弘
議
員
（
政
和
）

①
過
去

に
市
庁
舎
で
、
停
電
な
ど
電
力
に
関

③
当
日
の
会
議
に
つ
い
て
は
事
前

に
連
絡
を
受
け
、
案
内
し
て
い
る
。

④
即
座
に
的
確
な
案
内
を
親
切
丁

寧
に
対
応
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
る
。

⑤
受
付
で
案
内
を
、
広
報
広
聴
課

で
苦
情
や
相
談
等
を
分
担
し
て
対
応

し
て
お
り
、
当
面
現
在
の
体
制
の
市

民
へ
の
周
知
等
で
改
善
に
努
め
た
い
。

西
　
克
彦
議
員
（
共
産
）

①
市
の

行
財
政
改
革
に
お
い
て
「
見
直
し
」

と
は
、
削
減
・
廃
止
を
前
提
と
し
た

検
討
と
同
義
語
と
解
し
て
よ
い
の
か
。

反
対
に
、
増
を
必
要
と
す
る
場
合
も

あ
り
得
る
と
の
想
定
は
な
い
の
か
。

②
真
に
見
直
す
た
め
に
は
当
事
者

と
の
協
議
が
必
要
と
思
う
が
ど
う
か
。

③
自
治
体
の
役
割
や
責
任
、
補
助

事
業
の
評
価
等
に
つ
い
て
、
こ
の
機

会
に
市
民
と
話
し
合
い
、
意
義
あ
る

見
直
し
を
す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

市
長
　
①
効
果
の
薄
く
な
っ
た
施
策

の
廃
止
・
縮
小
を
含
め
た
見
直
し
を

基
本
に
、
必
要
に
応
じ
て
補
助
金
の

新
設
や
増
額
も
考
え
ら
れ
、
こ
れ
は

予
算
編
成
の
中
で
行
わ
れ
て
い
る
。

②
担
当
部
署
で
実
態
の
把
握
は
行

っ
て
い
る
。
補
助
金
の
審
査
は
公
平

で
客
観
的
・
専
門
的
な
判
断
が
必
要

な
た
め
、
行
政
主
体
で
検
討
し
た
い
。

③
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
公
募

委
員
を
含
め
た
推
進
委
員
会
で
意
見

を
聞
い
て
い
る
。
補
助
金
見
直
し
に

つ
い
て
は
行
政
主
体
で
行
う
が
、
必

要
に
応
じ
市
民
の
意
見
を
聞
き
た
い
。

橋
本
久
雄
議
員
（
緑
ネ
）

財
政
状

況
が
厳
し
い
と
い
う
こ
と
を
市
民
に

繰
り
返
し
知
ら
せ
て
も
、
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
も
、
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
こ

で
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
つ
い
て
、
広

平成１５年（２００３年）１０月２６日 こだいら　市　議　会　だ　よ　り　

木
村
ま
ゆ
み
議
員
（
共
産
）

①
市

内
の
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
の
実
態
は
。

②
大
気
汚
染
と
ア
レ
ル
ギ
ー
の
関

係
、
ま
た
市
内
の
ぜ
ん
そ
く
患
者
の

増
加
に
つ
い
て
の
認
識
は
。

③
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ

ル
ギ
ー
児
童
へ
の
除
去
食
の
実
態
は
。

④
ア
レ
ル
ギ
ー
患
者
へ
の
市
独
自

の
支
援
策
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。

市
長
　
①
把
握
し
て
い
な
い
。

②
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
は
、
体
質
と

大
気
汚
染
や
ダ
ニ
な
ど
の
環
境
因
子

が
絡
み
合
っ
て
発
症
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。
市
内
の
大
気
汚
染
健
康
被
害

者
認
定
者
数
は
、
平
成
14
年
度
で
は

868
人
で
、
前
年
度
に
比
較
し
て
4
・

3
％
減
少
し
て
い
る
。

教
育
長
　
③
除
去
食
に
よ
る
十
分
な

対
応
は
困
難
な
た
め
、
事
前
に
献
立

表
を
保
護
者
に
配
付
し
、
チ
ェ
ッ
ク

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

市
長
　
④
乳
幼
児
健
診
な
ど
の
際
に

個
別
相
談
に
応
じ
、
指
導
や
専
門
医

療
機
関
へ
の
受
診
を
勧
め
て
い
る
。

4

一般質問

市
長
　
①
行
政
が
指
導
的
、
強
制
的

に
実
施
す
る
の
で
は
な
く
、
市
民
が

自
主
的
に
運
動
を
盛
り
上
げ
て
い
く

こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

②
パ
ネ
ル
展
、
映
画
会
等
や
、
ま

た
被
爆
地
等
を
訪
れ
る
イ
ベ
ン
ト
も

あ
っ
た
。
条
例
化
し
て
い
る
三
鷹
市
・

西
東
京
市
で
は
、
資
料
展
示
や
平
和

コ
ン
サ
ー
ト
、
市
内
の
戦
跡
め
ぐ
り

等
が
行
わ
れ
て
い
る
。

③
市
民
1
人
1
人
の
平
和
に
対
す

る
思
い
が
、
や
が
て
大
き
な
動
き
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
理
解
し
て
い
る
。

一般質問とは 
議員が市政全般にわたり、市長や教育長などに質問をし、考え方をただすことをいいます。適正な行政運営を行う上で、その役割は重要です。 
ここでは、21人の議員からの質問のうち、１人３件までその要旨を掲載しました。 

政和 

公明 

フォ 

緑ネ 

共産 

行

政

一

般

行

政

一

般

 

行

政

一

般

 

第
三
次
長
期
総
合
計
画
策
定
の

子

ど

も

の

参

加

非常時用の自家発電装置が
設置されている市役所庁舎

医 療  
健 康  
医 療  
健 康  

行
財
政
改
革
の
１
つ
で
あ
る

職

員

意

識

改

革

市
役
所
１
階
受
付
の
改
善
で

接
遇
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

市

補

助

金

の

「

見

直

し

」
方

法

あ
ら
ゆ
る
事
業
に

コ

ス

ト

表

示

を

子
ど
も
た
ち
の
養
育
・
教
育

事
業
費
の
財
源
を
確
保
す
る
に
は

小

平

市

の

電

力

危

機

管

理

自
治
基
本
条
例
の

制

定

を

（
仮
称
）
生
活
安
全
条
例
を

制
定
す
べ
き
で
は
な
い
か

住
基
ネ
ッ
ト
の
本
格
稼
働
と

情
報
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
化

被
爆
５８
周
年
、
今
こ
そ

平
和
施
策
の
具
体
化
を

ア
ト
ピ
ー
な
ど
ア
レ
ル
ギ
ー

患

者

へ

の

支

援

策

を

▼

市
役
所
１
階
の
受
付


